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 ◇ サイエンスアゴラ２００８「地球の未来　日本からの提案」の
 　 企画出展の募集について
 ◇ 公開シンポジウム
   「地理空間情報社会における空間的思考力の育成と人材育成
　　　     ―　米国地理教育の実践と日本における課題―」
    の開催について（ご案内）
 ◇ 公開シンポジウム
　　「公正な社会を求めて――グローバル化する世界のなかで」
　　の開催について（ご案内）
 ◇ 公開シンポジウム「社会脳２００８」の開催について（ご案内）
 ◇ 国連大学平和構築セミナー
　　「国連による平和構築が直面する課題：現場からの教訓と新しい取組」
　　の開催について（ご案内）

　サイエンスアゴラ２００８「地球の未来　日本からの提案」の
  企画出展の募集について
　『サイエンスアゴラ』という名前をご存知でしょうか。
　「サイエンス」ということばをキーワードに、集まる場所、つまり「ア
ゴラ(ギリシャ語で、広場)」となるイベントです。
　昨年度は延べ94のプログラムが行われ、およそ3,000人が参加するイベ
ントになりました。
また、学術会議からも４つの分科会が６つのシンポジウムなどを開催しま
した。
　３回目の今年は、学術会議も共催となり、下記のとおり実施します。
　
　◆名称：サイエンスアゴラ２００８
　◆日程：平成20年11月22(土)～24(月・祝)日
　◆場所：東京お台場の日本科学未来館をはじめとする施設
　公式HP：http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2008/project.html
　このたびサイエンスアゴラ２００８への企画出展の募集を開始しました。
公募期間は８月18日(月)までです。
　詳細、昨年の様子等は下記サイトをご覧ください。
　http://scienceportal.jp/scienceagora/

　本件も、みなさまの「つながり」をもとにアピールさせてください。
　まわりのご興味持たれそうな方へ、転送していただけると幸いです。
　「サイエンス」をキーワードに、あらゆる方がサイエンスアゴラに会した
くなる、そのような場作りが目標です。
　よろしくお願いいたします。
　【お問い合わせ先】
　　サイエンスアゴラ２００８事務局
　　担当　渡辺、笠松
　　Tel：03-5214-7493　E-mail: agora@jst.go.jp
 
　公開シンポジウム
  「地理空間情報社会における空間的思考力の育成と人材育成
　　　　　―　米国地理教育の実践と日本における課題―」
  の開催について（ご案内）

（開催趣旨）　
　地球規模の環境問題をはじめ、防災、福祉、教育での地理空間情報の利
活用が国民的課題になっている。2007年に制定された地理空間情報活用推
進基本法のもと、2008年３月政府は地理空間情報活用推進基本計画を策定
し、その中で、空間的思考のできる人材育成を重点課題とした。しかし、
日本では、種々の調査から空間的思考能力の低下が著しい。同じような課
題に直面しながらも学術分野からの多面的な活動でこの問題への解決のシ
ナリオを実践している米国の著名な学者との交流から日本におけるこの課
題解決への道筋を考えてみる。
　◆日時及び会場：
　　・平成20年７月27日（日）14：00～17：00　
　　　奈良県新公会堂（奈良市春日野町101　Tel:0742−27−2630）
　　・平成20年７月28日（月）14：00～17：30　
　　　日本学術会議講堂（港区六本木7−22−34　Tel:03−3403−5706）
　◆演　者：Dr. Sarah Witham Bednarz（Texas A&M University, 
　　　　　　Department of Geography, Professor）、
            Dr. Robert S. Bednarz（Texas A&M University, 
            Department　of Geography, Professor）、
            岡部篤行（日本学術会議第三部会員、東京大学大学院工学系
            研究科教授）ほか
 　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 
　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/54-s-1-3.pdf 
  ※参加費無料、事前の申込みは必要ありません。
　【お問い合わせ先】
　　奈良大学文学部地理学科　　碓井照子　　
　　E-mail:usuit@daibutsu.nara-u.ac.jp        
    Tel・Fax:0742-41-9534 

  公開シンポジウム
　「公正な社会を求めて――グローバル化する世界のなかで」
　の開催について（ご案内）

　
（開催趣旨）
　グローバル化という大きな社会変動のインパクトを受け、日本社会にも
様々な問題が生じている。そこで、福祉・家族、環境問題、多文化間共生
等の変わりつつある現状を問い、診断し、事態の制御とより公正な秩序の
形成のための提言を行なう。　◆日　時：平成20年８月２日（土）13：00～17：00
　◆会　場：日本学術会議講堂　（東京都港区六本木7-22-34）
　◆発表者：宮島喬（法政大学教授、日本学術会議連携会員）　　　　　　　　　　　　　
  　　　　　藤村正之（上智大学教授、関東社会学会会長）
　　　　　　舩橋晴俊（法政大学教授、日本学術会議連携会員）
　　　　　　伊藤るり（一橋大学教授、日本学術会議連携会員）
　　　　　　吉原直樹（東北大学教授、日本学術会議連携会員）
　　　　　　丸山哲央（佛教大学教授、日本学術会議連携会員）
　　　　　　上野千鶴子（東京大学教授、日本学術会議会員） ほか
　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 
　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/54-s-1-6.pdf
　※事前申込みは必要ありません。
　【お問い合わせ先】 
　　日本学術会議事務局参事官(審議第一担当)付 
　　Tel:03-3403-5706　FAX：03-3403-1640　E-mail:s251＠scj.go.jp 

　公開シンポジウム「社会脳２００８」の開催について（ご案内）　
（開催趣旨）
　脳が生物的存在である以上に社会的存在であると考える“社会脳”の立
場から、駆け引き、うそやだましなど、社会脳がもつユニークな特徴を通
して現代社会がかかえる問題を考える。
　◆日　時：平成20年８月２日（土）13:00～17:00
　◆会　場：京都大学文学部第３講義室（左京区吉田本町）
　◆プログラム：　
　　・開会あいさつ
　　　　苧阪直行（京都大学大学院文学研究科長、日本学術会議会員）
　　・講　演：
　　　「駆け引きする脳」
　　　　　村井俊哉（京都大学大学院医学研究科准教授）　
  　　「うそをつく脳」
　　　　　藤井俊勝（東北大学医学研究科准教授）
　　　「だまされる心」
　　　　　仁平義明（東北大学大学院文学研究科教授、日本学術会議連携会員）
　　・閉会あいさつ
　　　　内田伸子（お茶ノ水女子大学理事、日本学術会議会員）
　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 
　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/58-s-1-2.pdf
　※事前申し込みは必要ありません
　【お問い合わせ先】 　
　　京都大学グローバルＣＯＥ「心が活きる教育のための国際的拠点」
　　助教授・大塚結喜　　E-mail: yotsuka@bun.kyoto-u.ac.jp　

　国連大学平和構築セミナー
　「国連による平和構築が直面する課題：現場からの教訓と新しい取組」
　の開催について（ご案内） 

　国連大学は、国連平和構築支援事務所（PBSO）と共に、世界各地で平和
構築に従事している専門家のネットワークである、平和構築コミュニティ・
オブ・プラクティス（PBCoP）の設立に携わってきた。
　本セミナーは、非公開にて７月21日から４日間広島で開催されるPBCoPの
第一回ワークショップの締めくくりとして東京で開催される。
　ワークショップの成果と共に、平和構築基金、平和構築助成機関につい
て等、平和構築分野における国連の新しい役割と平和構築に関する最新動
向を紹介し、平和構築委員会議長国を務めた日本の貢献の可能性を、国連
平和構築支援事務所が集めた第一線の国連平和構築専門家とともに議論する。
　◆日　時：平成20年７月25日（金）16:30～18:45
　◆場　所：国連大学本部ビル（渋谷）５階 エリザベス・ローズ・ホール
　◆主　催：国連平和構築支援事務所（Peacebuilding Support Office: PBSO）、
　　　　　　外務省（MoFA）、広島大学広島平和構築人材育成センター（HPC）、
　　　　　　国連大学（UNU）
　◆後　援：国連ボランティア計画（UNV）、NPO法人ピースビルダーズ
　◆コメンテーター：大島賢三（国際協力機構副理事長、元日本政府国連
　　　　　　　　　　代表部首席大使・PBC 議長）、
　　　　　　　　　　長谷川祐弘（法政大学教授、元国連事務総長特別代表）
　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。
　http://www.unu.edu/hq/japanese/use/pr/files/2008/mrj30-08.pdf
　【お問い合わせ先】 　
　　国連大学広報部　谷野
　　Tel:03-5467-1311　E-mail:media@unu.edu   　

